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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
主
催
の
「
第
五
十

七
回
年
次
大
会
・
大
阪
大
会
」

は
、
十
月
九
日(

金)

午
後
三
時

半
よ
り
「
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
」
に

於
い
て
、
シ
ー
ル
印
刷
大
阪
府

協
同
組
合
の
担
当
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
組
合
員
・
会
友
、
協

賛
会
、
報
道
、
来
賓
な
ど
、
三

百
七
十
名
が
参
加
し
、
商
売
の

町
大
阪
で
、
参
加
者
全
員
が
景

気
回
復
を
誓
い
ま
し
た
。 

                     
式
典
は
国
歌
斉
唱
の
後
、
先

輩
物
故
者
へ
の
黙
と
う
、
来
賓

並
び
に
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

担
当
協
組
を
代
表
し
て
疋
田
賢

司
理
事
長
が
「
今
大
会
は
『
新

し
い
時
代
に
向
か
っ
て
』
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
が
、
先

日
大
阪
の
古
い
商
家
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に

江
戸
自
体
の
商
人
の
家
訓
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
は
『
近
所
に
同
業
者
が
出

来
た
ら
厚
誼
を
厚
く
し
て
互
い

に
励
め
よ
』
と
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
は
昔
か
ら
同
業
者
を
大
事

に
す
る
習
慣
が
あ
る
。
我
々
ラ

ベ
ル
印
刷
の
同
業
者
が
互
い
に

厚
誼
を
厚
く
し
て
知
恵
と
力
を

出
し
合
え
ば
、
必
ず
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て

田
中
浩
一
会
長
が
挨
拶
に
立
ち

「
ラ
ベ
ル
業
界
は
こ
こ
最
近
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
中
、
商
売
の
町
大
阪

で
大
会
を
開
催
す
る
意
義
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
今
日
ご
出
席

の
皆
様
が
是
非
『
大
阪
商
人
の

基
礎
』
を
理
解
す
る
機
会
と
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
。
年
に
一

回
の
大
会
で
す
の
で
、
親
睦
を

深
め
、
情
報
交
換
を
し
て
ビ
ジ 

    

 

ネ
ス
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。 

こ

の

後

出

席

し

た

ご

来

賓

の
祝
辞
が
あ
り
、
連
合
会
報
告

と
続
き
、
恒
例
の
組
合
功
労
者

顕
彰
と
し
て
、
四
協
組
五
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
十
五
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
表

彰
で
は
、
全
国
の
組
合
員
・
会

友
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
四
十
九

社
、
一
〇
三
作
品
の
中
か
ら
、

厳
重
な
審
査
の
結
果
経
済
産
業

大
臣
賞(

㈱
シ
モ
ク
ニ)

の
ほ
か
、 

各
賞
を
受
賞
し
た
各
社
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
組
合
か
ら
は
、
サ
ン
メ
ッ

ク
が
自
由
課
題
で
日
印
産
連
会

長
賞
を
、
日
本
ラ
ベ
ル
が
規
定

部
門(

平
圧)

で
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

     

当
組
合
副
理
事
長
の
近
藤
健

司
氏(

宣
進
印
刷
㈱
代
表
取
締

役
会
長)

は
、
病
気
療
養
中
の
と

こ
ろ
十
月
二
十
一
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
葬
儀
は
故
人
の
遺

志
に
よ
り
家
族
葬
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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第 57 回年次大会大阪大会  

全国から３７０名が参加し盛大に開催 

副
理
事
長 

近
藤
健
司
氏(

宣
進
印
刷)

が
逝
去 

全国から 370 名が参加した第 57 回年次大会大阪大会  



 

大
阪
の
青
年
部
長
の
小
原
隆

氏
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、

次
回
開
催
地
で
あ
る
九
州
の
濱

崎
順
一
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
別
室
に
於
い

て
午
後
五
時
十
五
分
よ
り
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
疋
田
理
事
長

の
挨
拶
の
後
。
永
坂
雅
彦
元
理

事
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
梅
花
女

子
大
学
の
チ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
に

よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
フ
ラ
ダ
ン

ス
が
あ
り
、
一
年
ぶ
り
の
再
会

を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
「
宝
塚
ゴ
ル
フ
俱
楽

部
」
に
於
い
て
懇
親
ゴ
ル
フ
が

行
わ
れ
、
関
西
の
名
門
ゴ
ル
フ

場
で
八
組
が
腕
を
競
い
ま
し
た
。 

 

                   
 

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
支
援
事
業
」
の
、
第
二
回
セ

ミ
ナ
ー
が
十
月
二
十
一
日(

水)

午
後
六
時
よ
り
根
台
東
区
上
野

公
園
の
「
上
野
精
養
軒
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
事
業
は
事
業
承
継
な
ど
に

対
し
て
小
規
模
零
細
企
業
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
三

回
に
わ
た
っ
て
事
業
承
継
な
ど

を
中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
も
の
で
、
八
月
に
第
一
回
目

が
開
催
さ
れ
、
今
回
が
二
回
目

で
し
た
。 

 

今
回
も
特
定
社
会
保
険
労
務

士
の
佐
藤
良
道
氏
が
講
師
と
な

り
、「
事
業
承
継
に
な
ぜ
対
策
が

必
要
な
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し

ま
し
た
。 

 

佐
藤
氏
は
「
オ
ー
ナ
ー
に
は

社
長
と
株
主
の
二
つ
の
立
場
が

あ
り
、
会
社
の
経
営
を
誰
か
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
に
は
、
バ

ト
ン(

㈱)

の
引
継
ぎ
が
必
要
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
社
株

の
価
格
が
思
い
の
ほ
か
値
上
が

り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

土
地
や
投
資
有
価
証
券
、
保
険

積
立
金
、
借
入
金
、
利
益
剰
余

金
、
自
己
株
式
な
ど
を
見
直
し
、

自
社
株
の
計
算
を
す
る
こ
と
を

勧
め
た
い
」
と
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
自
社
株
の
価
格
を
下 

 
げ
る
に
は
、
役
員
退
職
金
の
支 

 

払
い
で
利
益
を
抑
え
る
、
不
良

債
権
の
処
分
で
資
産
を
抑
え
る

こ
と
が
大
事
だ
と
も
説
明
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
な
ぜ
自
社
株
を
後
継

者
に
渡
す
の
が
難
し
い
の
か
に

つ
い
て
は
、
生
前
に
渡
せ
ば
重

い
贈
与
税
が
か
か
り
、
売
買
で

は
贈
与
所
得
税
が
か
か
り
、
死

ん
で
か
ら
で
は
相
続
税
か
か
か

っ
て
し
ま
う
た
め
、
さ
ら
に
贈

与
税
を
安
く
す
る
方
法
に
つ
い

て
も
細
か
く
説
明
し
ま
し
た
。 

 

相
続
を
「
争
族
」
に
せ
ず
に

『
爽
族
』
に
す
る
た
め
に
は
、

①
円
満
な
遺
産
分
割
手
続
き
②

相
続
税
資
金
の
確
保
③
相
続
税

の
軽
減
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
説
明
し
、
理
想
は
こ
の

順
番
で
い
く
こ
と
が
い
い
が
、

こ
の
順
番
を
間
違
え
る
と
仲
の

良
い
兄
弟
が
争
う
こ
と
に
な
る

と
も
警
告
し
た
。 

 

財
産
を
一
番
分
け
や
す
い
の

は
現
金
で
あ
る
が
根
現
金
は
相

続
税
が
一
番
高
い
の
で
、
被
相

続
人
の
ジ
レ
ン
マ
で
も
あ
る
と

し
た
。 

 

 

最
後
に
遺
言
書
を
書
い
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
が
な

か
っ
た
た
め
に
、
大
き
な
争
い

に
な
っ
た
例
な
ど
を
挙
げ
て
、

講
演
の
最
後
を
締
め
括
っ
た
。 

                                 

ラベルコンテストの表彰式風景  

 第 2 回承継セミナー開催  

具体例交えながら実践的な内容  

自社株の評価や遺言書の書き方 

 



 
 

                                

                                 

          

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

会

長
・
稲
木
歳
明
）
は
、
来
年
一

月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
る
の
に
対
応
し
た
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
扱
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
十
一
月
十
六
日
よ
り
発
売
し

ま
し
た
。 

来
一
月
以
降
、
全
て
の
事
業

者
は
従
業
員
、
扶
養
親
族
及
び

支
払
調
書
該
当
者
等
の
個
人
番

号
（
マ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
）
を
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日

印
産
連
で
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
求
め
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

印
刷
業
界
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
適
正
な
取
扱
い
の
仕
組

み
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
事
業
者
が
規
程
類
を

策
定
す
る
際
の
参
考
と
な
る
モ

デ
ル
規
程
を
収
録
し
た
『
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
扱
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
約
一
二
〇
頁
）
を
発
行
し
、

会
員
の
加
盟
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、

あ
ら
ゆ
る
印
刷
会
社
や
一
般
企

業
に
も
提
供
（
価
格
：
会
員
お

よ
び
加
盟
企
業
二
千
五
百
円
、

一
般
：
四
千
円 

各
税
込
）
。 

 

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
特
徴
は
、 

１
．「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
す

必
要
な
規
程
、
様
式
の
ひ
な
形

を
網
羅
。
巻
末
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
デ

ー
タ
提
供
に
よ
り
事
業
者
が
独

自
に
様
式
を
設
計
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
入
力
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
業
務
の
負
担

を
大
幅
に
軽
減
し
ま
す
。 

２
．
既
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
個
人
情
報

保
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

を
構
築
し
て
い
る
事
業
者
な
ど
、

事
業
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
規

定
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き

る
よ
う
コ
メ
ン
ト
を
記
載
。 

３
．
印
刷
産
業
の
多
く
が
中
小

規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
中
小
企
業
に
お
け
る
取
り

扱
い
方
法
に
特
化
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
「
特
定
個
人
情
報
の
適
正

取
扱
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
中
小
規
模

事
業
者
編
）
」
を
提
供
し
、
多
く

の
中
小
企
業
の
業
務
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。 

日
印
産
連
で
は
、
こ
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
発
行
以
降
、
各
地
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
り
扱
い
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。 

                                 

  
 

 

   

既
報
の
通
り
、
組
合
で 

 

健
全
な
財
源
な
く
し
て 

は
現
在
賦
課
金
の
見
直
し 

健
全
な
組
合
活
動
は
成
り 

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

立
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で 

二
十
年
ぶ
り
の
改
訂
に
な 

も
組
合
は
皆
さ
ん
か
ら
頂 

る
た
め
、
現
在
の
規
模
割 
戴
し
た
組
合
費
を
、
組
合 

り
、
均
等
割
り
、
そ
し
て 
事
業
推
進
の
た
め
に
有
効 

対
象
機
種
の
分
類
な
ど
を 

に
使
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

大
幅
に
見
直
し
、
誰
も
が 

 

し
か
し
、
ご
承
知
の
通 

納
得
で
き
る
も
の
に
す
る 

り
、
こ
の
二
十
年
間
の
物 

た
め
に
現
在
作
業
を
続
け 

価
の
上
昇
に
は
、
人
件
費 

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

等
の
経
費
の
削
減
だ
け
で 

そ
も
そ
も
組
合
は
組
合 

は
限
界
が
あ
り
、
組
合
員 

員
の
方
々
か
ら
の
賦
課
金
、
の
減
少
等
も
あ
り
、
こ
の 

と
組
合
取
扱
商
品
の
売
上 

度
賦
課
金
の
見
直
し
を
す 

な
ど
の
事
業
収
入
が
大
き 

る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で 

な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

す
。 

そ
こ
で
組
合
で
は
、
組 
 

来
年
は
組
合
創
立
五
十 

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
今
回 

周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
事 

の
賦
課
金
見
直
し
に
つ
い 

に
な
り
ま
す
。
『
一
社
で
は 

て
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す 

出
来
な
い
こ
と
を
、
数
の 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

力
で
』
と
い
う
、
組
合
の 

賦
課
金
見
直
し
に
対
す
る 

相
互
扶
助
精
神
を
今
後
と 

建
設
的
な
ご
意
見
を
頂
き
、
も
維
持
す
る
た
め
に
、
何 

こ
れ
を
反
映
し
て
い
き
た 

と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま
す 

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

組
合
賦
課
金
見
直
し
に
つ
い
て 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い 

 

 日印産連が販売  

セミナーも開催予定  

 

マイナンバー取扱い  

ハンドブックを ! 



     

業

界

の

恒

例

行

事

と

な

っ

た
「
第
十
七
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ

ニ
機
材
展
」
は
、
十
一
月
十
四

日(

土)

に
開
催
さ
れ
、
十
八
社

が
最
新
鋭
資
機
材
を
展
示
し
好 

  

     

評
を
博
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
や
業
界
の

恒
例
行
事
に
も
な
っ
た
同
展
に 

朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
の
見
学

者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

昨

年

か

ら

は

東

京

都

正

札

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
と
神
奈

川
県
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
が

協
賛
と
な
っ
た
た
め
に
、
田
中

浩
一
理
事
長
や
早
川
正
彦
理
事

長
も
会
場
を
訪
れ
、
三
協
組
組

合
員
や
会
友
、
中
に
は
遠
く
九

州
の
組
合
員
も
参
加
し
、
関
心

の
高
さ
を
裏
付
け
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
シ
ー
ル
印
刷
業
者
だ 

 

け
で
な
く
、
一
般
印
刷
業
者
や

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
の
顔
も

見
え
ま
し
た
。 

 

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

神
奈
川
の
山
下
庫
太
氏
が
講
師

と
な
っ
て
「
技
術
伝
承
セ
ミ
ナ

ー
」
と
題
し
て
、
一
時
間
に
わ

た
っ
て
講
演
を
行
い
、「
逆
転
の

発
想
が
身
を
救
う
」「
な
ぜ
、
と

常
に
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
の
重

要
性
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ

く
語
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
午
後
か
ら
は
出
展
十
四

社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
。
５
分
間
の
持
ち

時
間
の
中
で
、
各
社
と
も
自
社

の
製
品
の
売
り
込
み
に
懸
命
で

し
た
。 

 

あ
る
出
展
者
は
、「
一
社
単
独

で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ
ー
を
や

る
に
は
、
金
額
も
人
員
も
か
な

り
か
か
る
の
で
、
こ
う
し
た
ミ

ニ
機
材
展
に
出
展
す
る
の
が
一

番
い
い
。
次
回
も
出
す
つ
も
り
』

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

午

後

四

時

に

機

材

展

終

了

後
五
時
よ
り
、
有
志
に
よ
る
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
出
展
者
や

三
協
組
の
理
事
長
な
ど
が
、
ミ

ニ
機
材
展
に
関
す
る
意
見
交
換

を
行
い
、
次
回
以
降
の
参
考
と

な
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。 

産
業
交
流
展
二
〇
一
五 

丸
子
ラ
ベ
ル
印
刷
が 

胸
リ
ボ
ン
シ
ー
ル
展
示 

 

組

合

員

の

丸

子

ラ

ベ

ル

印

刷(

鷹
野
良
治
社
長)

は
、
十
一

月
十
八
日
か
ら
三
日
間
、
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

東
京
都
主
催
の
「
産
業
交
流
展

二
〇
一
五
」
に
出
展
し
ま
し
た
。 

 

同
展
は
東
京
都
が
毎
年
都
内

の
中
小
企
業
者
の
産
業
振
興
の

た
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、 

国
内
最
大
級
の
ト
レ
ー
ド
シ
ョ

ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。 

 

丸
子
ラ
ベ
ル
印
刷
は
、
異
業

種
団
体
ゾ
ー
ン
に
加
盟
し
て
い

る
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
の
小
間
に
、
昨
年

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
胸
リ
ボ

ン
シ
ー
ル
」
を
展
示
し
、
来
場

者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。  

                                 

産業交流展に出展した鷹野社長  

 

 

第
十
七
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展 

 
 

今
回
も
正
札
と
神
奈
川
の
協
賛
で 



■
ど
ん
な
病
気
か 

あ

る

日

突

然

耳

が

聞

こ

え

な
く
な
っ
た
と
い
う
経
験
を
し

た
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
か
。 

内
耳
の

蝸

牛

か
ぎ
ゅ
う

が
何
ら
か
の

原
因
に
よ
り
障
害
を
受
け
た
た

め
、
突
然
に
生
じ
る
難
聴
を
特

徴
と
す
る
病
気
で
す
。 

そ

の

障

害

が

内

耳

の

前
庭
半
規
管

ぜ
ん
て
い
は
ん
き
か
ん

に
ま
で
及
ぶ
と
、 

              

難
聴
に
め
ま
い
が
伴
っ
て
起
こ

り
ま
す
。 

 

■
原
因
は 

原
因
は
不
明
で
す
。
今
の
と

こ
ろ
内
耳
の
障
害
の
原
因
と
し

て
ウ
イ
ル
ス
感
染
説
、
循
環
障

害
説
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 ■

症
状
の
現
れ
方 

文

字

ど

お

り

突

然

に

発

生

す
る
難
聴
で
す
。
通
常
、
片
耳

に
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
ま
れ
に
両
耳
に
同
時
に

発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
耳
鳴
り
や
め
ま
い
が
難

聴
の
発
生
と
前
後
し
て
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
め

ま
い
に
は
吐
き
気
や
嘔
吐
を
伴

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
難
聴
の
種
類 

伝
音
難
聴 

「
外
耳
」
や
「
中
耳
」
に
障

害
が
起
き
て
い
る
難
聴
で
す
。 

中
耳
炎
な
ど
の
炎
症
が
起
き
た

り
、
耳
垢
が
た
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
起
き
ま
す
。 

感
音
難
聴 

音
を
電
気
信
号
へ
と
変
換
す
る

「
内
耳
」
に
障
害
が
起
き
て
い

る
難
聴
で
す
。
内
耳
の
障
害
は
、

大
き
な
音
を
長
時
間
に
わ
た
っ

て
聴
き
す
ぎ
た
り
、
老
化
や
薬

物
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
原
因
が
は
っ
き

り
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り

ま
す
。 

 

■
検
査
と
診
断 

 

突
然
に
難
聴
が
発
生
し
た
場

合
、
難
聴
の
原
因
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
診
断
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
耳
鼻

咽
喉
科
で
の
診
察
、
耳
の

X

線

検
査
、
純
音
聴
力
検
査
が
必
要

で
す
。
場
合
に
よ
り
、
精
密
な

聴
力
検
査
や
平
衡
機
能
検
査
も

必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
突
発
性
難
聴
で
は
、

聴
力
の
改
善
・
悪
化
を
繰
り
返

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
に
は
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
と

い
う
病
気
が
疑
わ
れ
ま
す
。
で

は
、
突
発
性
難
聴
と
し
て
初
発

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
聴
神

経
腫
瘍
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、

M
R

I

に
よ
る
画
像
診
断
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

 

■
治
療
の
方
法 

難
聴
が
発
生
し
て
か
ら
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
治
療
を
開
始

す
る
ほ
ど
予
後
が
良
好
で
あ
る

（
聴
力
が
改
善
す
る
）
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
遅
く
て
も
発
生

か
ら

2

週
間
以
内
に
治
療
を
開

始
す
る
の
が
望
ま
し
く
、1
カ

月
を
へ
た
場
合
に
は
、
予
後
は

極
め
て
不
良
に
な
り
、
通
常
は

著
し
い
改
善
が
望
め
ま
せ
ん
。 

 

一
般
に
、
聴
力
が
悪
い
場
合
、

め
ま
い
を
伴
っ
て
い
る
場
合
に

予
後
が
悪
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
、

循
環
改
善
薬
、
ビ
タ
ミ
ン
薬
な

ど
の
多
剤
併
用
療
法
を
中
心
と

し
た
治
療
法
が
多
く
の
病
院
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
病
気
に
気
づ
い
た
ら
ど
う

す
る
か 

 

予
後
を
正
確
に
推
定
す
る

検
査
と
診
断
は
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
突
発
性

難
聴
が
疑
わ
れ
た
ら
、
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
す
る
こ
と
で
早
期

に
診
断
を
行
い
、
で
き
る
だ
け

早
く
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

突
発
性
難
聴
は
治
療
の
開
始

が
遅
い
ほ
ど
聴
力
が
戻
り
に
く

く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。 

そ
の
た
め
、
耳
の
異
常
を
感
じ

た
ら
、2

日
以
内
、
で
き
れ
ば

1

週
間
以
内
、
遅
く
と
も

2

週

間
以
内
に
は
必
ず
耳
鼻
科
医
に

診
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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No135 健康がいちばん !   

突発性難聴とはどんな病気 

ウイルス説など原因は不明 
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化
研
産
業(

台
東
区
東
上
野

五
の
十
二
の
五 

☎
三
八
四
一

❘
五
七
七
一)
で
は
、
こ
の
ほ
ど

超
極
圧
潤
滑
剤
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
」
と
、
超
高
性
能
極
圧
・

防
錆
・
耐
水
グ
リ
ー
ス
「
ナ
ス

カ
グ
リ
ー
ス
Ｅ
Ｐ
」
を
組
合
員 

                

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    

 

 

 

 

向
け
に
販
売
し
好
評
を
博
し
て

い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
潤
滑
剤
は
使
用

対
象
、
使
用
条
件
に
よ
り
そ
の

最
も
大
き
く
要
求
さ
れ
る
特
性
、

例
え
ば
耐
過
重
性
、
耐
熱
性
等

の
み
に
偏
重
し
て
、
摩
擦
抵
抗 

                        

  

の
高
さ
を
止
む
を
得
な
い
も
の

と
し
た
り
、
果
汁
特
性
に
対
し

て
は
油
の
粘
度
の
み
の
対
応
で

能
力
が
判
断
さ
れ
て
き
た
の
に

対
し
、
超
極
圧
潤
滑
剤
「
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
は
、
潤
滑
剤

と
し
て
要
求
さ
れ
る
左
記
の
よ

う
な
特
性
を
満
た
し
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
な

潤
滑
剤
。 

① 

衝
撃
を
小
さ
く
す
る(

動
力

を
少
な
く
す
る)

。 

② 

摺
動
運
動
を
円
滑
に
す
る

(

動
き
を
円
滑
に
し
、
安
定

さ
せ
る)

。 

③ 

摩
耗
を
防
止
す
る(

部
品
、

機
械
の
寿
命
を
延
ば
す)

。 

④ 

摩
擦
面
の
損
傷
を
防
ぐ(

故

障
を
防
ぐ)

。 
⑤ 
発
熱
、
焼
き
付
け
を
抑
制
す

る(
故
障
を
防
ぐ)

。 

⑥ 

防
錆(
部
品
機
械
を
長
持
ち

さ
せ
、
故
障
を
防
ぐ)

。 

⑦ 

振
動
、
騒
音
を
抑
制
す
る
。 

 

こ
う
し
た
特
性
に
よ
り
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い

潤
滑
特
性
を
得
る
こ
と
が
出
来
、

部
品
機
械
等
の
寿
命
を
長
期
に 

  

  

わ
た
り
延
長
し
、
動
力
を
含
め

た
ト
ー
タ
ル
な
面
で
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
図
れ
ま
す
。 

 

用
途
と
し
て
は
、
工
作
機
械
、

印
刷
機
械
、
製
本
機
械
、
食
品

機
械
、
プ
レ
ス
機
械
等
工
業
機

械
の
摺
動
面
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、

チ
ェ
ー
ン
、
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
等

の
潤
滑
剤
と
し
て
。 

 

先
日
の
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機

材
展
に
も
出
展
し
、
試
験
機
に

よ
る
テ
ス
ト
結
果
に
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
超
高
性
能
・
防
錆
・

耐
水
グ
リ
ー
ス
「
ナ
ス
カ
グ
リ

ー
ス
Ｅ
Ｐ
」
は
、
高
性
能
特
殊

複
合
石
け
ん
を
増
ち
ょ
う
剤
と

し
た
グ
リ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
超

高

性

能

極

圧

添

加

剤

で

あ

る

「
ナ
ス
カ
ブ
ル
」
を
配
合
し
た

も
の
。 

 

主
な
用
途
と
し
て
は
、
耐
久

性
が
要
求
さ
れ
る
各
種
産
業
機

械
の
各
種
減
速
機
、
軸
受
け
、

摺
動
面
等
、
高
速
、
高
温
，
高

荷
重
の
各
種
減
速
及
び
軸
受
け

部
の
潤
滑
。
水
の
混
入
お
よ
び

接
触
す
る
各
種
機
械
要
素
部
品

の
潤
滑
剤
及
び
防
錆
材
と
し
て
。 

  

 
 

     
 

 

第
一
四
八
回

「
化 

 

研 
 

産 
 

業
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

超極圧潤滑剤「ＮＡＳＫＬＵＢ」を 

他社製品と比べ圧倒的な特性が評価 

 


